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郷⼟愛プロジェクト

【郷⼟愛プロジェクト】�
�上伊那広域連合� 事務局⻑ 唐澤�直樹

資料３
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プロジェクト概要（発⾜背景等）1.

事業内容（活動紹介等）2.

今後に向けて（課題等）3.

議題
⼦どもが地域の魅⼒を知り、

地域と密接に連携した学びを展開するために必要なことについて

⽬次
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郷⼟愛プロジェクトとは
 上伊那8市町村の産学官等の組織が、従来の枠組みを超えて協働し、

次世代育成を核にした地域づくりを実践するプロジェクトです。

コンセプト 「みんなとつくろう�ふるさとの未来」
私たちは、多様な⼈とのつながりの中で、

ふるさと（私・社会）の幸せな未来をつくりたいと思います

「私」(個⼈）の⽣き⽅や思いこそが、「社会」全体の成⻑・発展につながると信じています。

ミッション 「つなぐ」
多様な⼈と出会えるよう「つなぐ」役割を果たします。

 ⼦どもたちや⼤⼈（産学官、地域）をつなぎ、

�互いに尊重しながら、出会い、学び合う機会をつくります。

プロジェクト概要
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＜⼦どもにとって＞

     ◎多様な出会いを通して、豊かに成⻑し、⾃分らしい⽣き⽅を実現することにつながります。

     ◎幼少期（⼩中⾼⼤）から社会⼈までのつながりのある学び（キャリア教育）ができます。

＜⼤⼈にとって＞

     ◎「⼈材育成」「少⼦⾼齢化」「⼈⼝減少」「若者流出」等の⼤きな地域課題に対して、

      多様な⼈が対話し、協働しながら解決する機会をつくります。

     ◎ふるさと・⼦どもたちの未来について考え、ふるさとの思いを受け継ぐ次世代育成の機会をつくります。
  

 ⼦どもと⼤⼈をつなぐ「次世代育成」

次世代育成活動は、

⼦どもと⼤⼈が、両輪のようになり

お互いが、前向きに取り組むことで、

ともに、学び、⾼めあうことができます。

その歩みが、個⼈・地域・未来の発展につながります。

「つなぐ」ことで⽣まれる価値
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次世代育成に関する

みんなの「困った！！！」が重なる

「このままでいいのか？！」

発⾜の背景（2011年頃）

    産業界�
◎若者の地元就職率の低さ

（若者⼈材流出）

�◎職場体験（中学⽣）の課題

◎将来の産業や暮らしへの危機感等

学校�（中学校）
◎職場体験の課題

 (受⼊企業が少ない、内容等）

◎キャリア教育は学校だけでは

 出来ない。

（多様な⽣き⽅に出会わせたい）

⾏政・地域

◎少⼦⾼齢化の加速

◎地域の担い⼿の不⾜

◎若者との接点の不⾜

◎伝統・祭り等の継続危機
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【郷⼟愛プロジェクト発⾜】
産学官有志の対話やトライアル実践を経て、

2014年上伊那8市町村⻑×経営者協会懇談会で

提案し、正式に

郷⼟愛プロジェクト発⾜

201４年

上伊那8市町村の産学官メンバーでの活動へ

（現在の構成メンバー：36団体60名）

発⾜から現在まで

2004年〜
⻑野県経営者協会上伊那⽀部が⻘少年育成委員会を組織

 （職場体験に対して、産業界で組織化し、学校⽀援開始）

2024年 現在

多くの⽅の

ご協⼒のもと、

現在の形になりました

伊那市キャリア教育推進委員会発⾜

（伊那市をモデル地区に産学官の有志で実践）�

嘆くだけではいけない！何かしなければ！！！

「⼩さく⽣んで⼤きく育てよう！」

201１年頃〜
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郷⼟愛プロジェクト 現在の構成メンバー

上伊那地域の

産学官＋地域の皆さんで構成

（現在の構成メンバー：36団体60名）
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�向⼭孝⼀ 会⻑メッセージ�

今を⽣きる私たちは、10年後、20年後、30年後の伊那⾕に、

どんな⼈・もの・ことをつないでいけばいいのでしょうか。

伊那⾕の⾃然・⽂化・歴史・産業と結び合いながら営んできたこれまでの暮らしを、どう考え、

何を次世代につないでいくことが望ましいのでしょうか。

郷⼟愛プロジェクトは、

「これからの伊那⾕について、上伊那の産業界、教育界、⾏政、家庭、地域が深く結びつき、

互いに知恵を出し考え合いながら、よりよいふるさとの未来を担う⼈材を育成したい」

という思いで⽴ち上げました。

�

発⾜当時からの思い
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3つの事業循環

深める

郷⼟愛プロジェクト・事業内容(⼤分類)

【コンセプト】 みんなとつくろう�ふるさとの未来 
【ミッション】 「つなぐ」
【企画・運営】�事務局会議・全体会議

②次世代育成
事業

①産学官協働
事業

③情報発信・活⽤
事業

多様な地域の⼈を

 つなぐ

⼦どもと⼤⼈を

 つなぐ

情報を

つなぐ

  考える

①産学官協働
事業

②次世代育成
事業

実践する

③情報発信・活⽤
事業

  

 事業間が循環し、

広がり、⾼まるような

スパイラルを⽬指す

  交流する

広める

16



①⽬的 キャリア教育のよりよいあり⽅を考える。

    「私」が多様な⼈・多世代の交流や学びをとおして、

    地域づくり・次世代育成の担い⼿の⼀⼈になる機会にする。

②内容（２０２４年実施内容） ※開催地は上伊那8市町村持ち回り

    〇交流会の企画・推進  開催地市町村の実⾏委員が中⼼

    〇交流会参加者：上伊那内外の産学官・学⽣等500名程

    〇内容 テーマ：「⾃分のことちょっと考えてみない？」

         〜かみいなミーティング 出会い・驚き・発⾒〜

     概要：オープニング（来賓挨拶、全参加者交流）

        トークセッション（8部屋に分かれ、多世代の⼩グ

                 ループで語り合う時間）

        クロージング（全体共有・来賓総評）

     

③実績（2014年〜2024年）

   〇実施回数：11回（年1回開催）

   〇参加者合計数：3040名（1回平均300名程度）

④参加者の声

 

  

 

【活動例】 １、産学官協働事業  〜キャリア教育かみいな交流会〜
【事業⽬的】〇上伊那の⼈・組織の交流と協働を促進����〇地域の⼈の主体的な活動の⽀援

産業界

学校現場や⼦どもたちについて

知ることが出来た。企業とし

て、キャリア教育にどのように

関わればいいかが分かった。

学校

学校の中だけでは、知らなか

った考え⽅や⼈に出会えて、

⽬からうろこ。⼦どもたちに

伝えていきたい。

⾏政

異業種の⼈との交流で新しい気

づきがいっぱいあった。

次世代育成分野はもっと⾊々な

セクターと協⼒し合いたい。

⼦ども
⼤⼈の⼈と話すのは、少し緊張し

たが、⼤⼈が寄り添ってくれて安

⼼して、とても楽しく話せた。

⾊々な考えや⽣き⽅を知ることが

出来て、将来が楽しみになった。

次世代育成の

主体は、

私たちなんだ・・・ 17



１ ⽬的 学校や⽣徒の問いや願いに応じて、地域とつなぐ。

     企業等の地域の⼈が参加しやすい仕組みをつくる。

２ 内容 

     

������������������������������������������������

           「つなぐ」
 

【活動例】 ２、次世代育成事業 〜学校⽀援活動〜

 ３ 年間実績（2023年）

   ①対象のべ⽣徒数�約2500名以上 

   ②実施学校（中・⾼等）９校

   ②社会⼈講師のべ数�300名以上

 【例】・キャリアフェス、フィールドワーク（地域ツアー）

   �プロジェクト学習、探究・キャリア教育⽀援等

 �・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

   キャリアフェス（伊那⻄⾼校）について（2024）

 参加企業数：23社 参加⽣徒数：355名（1年⽣〜3年⽣）

 内容：地域の企業や働き⽅や暮らし⽅について学ぶ。

    （各ブースにて、対話・体験を中⼼に）

 

【事業⽬的】〇学校を中⼼とした教育活動の⽀援�（⼩中⾼⼤の学びをつなぐ） 〇�⼦どもと⼤⼈（社会）をつなぐ

地域・⼤⼈のニーズ（例）
・地域活性化のイベントの企画を

 ⾼校⽣と考えたい

・商品について、⾼校⽣のリアルな

 声や意⾒を聞きてみたい。

地域・⼤⼈
（⼈・企業・団体等）

学校・⼦ども

（⼩中⾼⼤等）

学校・⼦どものニーズ（例）
・探究のテーマについて、⼤⼈に

 話を聞いてみたい。

・地域課題についてリアルな状況を

 聞き、⾃分たちでできることを

 考えたい。 18



（１）⽬的  中学⽣が主体的な選択ができるように⾼校や

      地域の⽣き⽅の情報を伝える。

                   ※元気づくり⽀援⾦事業

（２）内容  上伊那11⾼校（全⽇・通信制）を⼀括して、

      上伊那全中学3年⽣（1800名）に冊⼦で紹介

（３）作成の背景・願い

     

������������������������������������������������ 

 

 （４）冊⼦の主な内容

  ①11⾼校の紹介

  ・在校⽣インタビュー、学校の魅⼒等

  ②上伊那の短・⼤学紹介

  ③進学した先輩インタビュー（⼤学等）

  ④上伊那で働く先輩と企業紹介等

  ⑤上伊那の魅⼒やきらめき⼈の紹介

 （５）読者の声

【活動例】 3、情報発信・活⽤事業 Hi（冊⼦作成） 〜上伊那の⾼校とくらし〜
【事業⽬的】 地域の⼈・活動の情報を若者や他団体につなぐ（深める・⾼める）

学校・⼦ども

上伊那の⾼校や暮らしについて、

魅⼒や情報を知ることで、より主体的

な進路選択をしてほしい。

（上伊那１１校を⼀括して掲載、上伊

那での⽣き⽅も紹介）

学校・⼦ども

・上伊那の⾼校の特⾊を⽐べな

 がら、⾒ることが出来て、進

 路選択の参考になった。

・⾼校の先の、地元で働く先輩

 について、知ることができた。

保護者

・偏差値だけでなく⼦ど

 もの個性を⽣かせそう

 な⾼校が分かった。

・親⼦で⼀緒に、⾼校や

 上伊那について考える

 ことが出来た。
ホームページでは、随時、活動を発信しています。 19



【成果】����� 「次世代育成は、六⽅よし」

家庭

学校

⾏政

地域

⼦ども

産業

郷⼟愛を⼤切にした

次世代育成

（キャリア教育）

10年以上の実践で⾒えてきたこと

全ての⼈にとって、

よい効果があるのでは。 20



 それぞれの価値・メリット（例）

⼦ども
・多様な考え⽅、⽣き⽅に出会える。

・将来や働くこと、地域等について、

考えるきっかけが⽣まれる。

・⼈とのつながりが⾃信になる。

・

郷⼟愛を⼤切にした

次世代育成

（キャリア教育）

地域
・⼦どもたちが地域に関わる機会になる。

�・⼦どもへ活動や思いを伝える機会になる。

・⼦どもからパワーや気づきをもらえる。

家庭
・親や先⽣以外の多様な⼈が⼦ども

 たちに関わってくれ、⽣き⽅等考え

 るきっかけをくれる。

・⼈との多様なつながりで親や⼦が  

 孤⽴しない。

産業界
・⼦どもや先⽣とつながり、思いを

  聞いたり、⾃分たちのことを伝え

  たりする機会になる。

・地元のリアルや魅⼒を伝え、地元就

  職が若者の選択肢となる。

      学校
   ・多様な⼈が⼦どもたちに関わってくれ、

    将来や働くこと、地域等について、

    考えるきっかけをもらえる。

   ・教員も地域の⼈に出会い、学ぶ機会に

    なる。

⾏政
・「地域の担い⼿をつくる」「若者流

 出」という⼤きな課題に対して、

 多くの分野をつなぐことで、

 成果が⾒えてくる。
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成果 〜少しずつ現れ始めているキャリア教育の成果〜

�       【⼦どもたちが主体者に！】
 今年２⽉、郷⼟愛プロジェクト開催の「未来ラボ」で伊那市出⾝の

⼤学⽣が、中⾼⽣が地域の⼈とつながり、選択肢や価値観を共有する

「場」を作る構想について発表し、多くの⼈が参加しました。

� ⾃分⾃⾝が、中学・⾼校時代のキャリア教育や探究活動での出会

いを振り返り、「地域で活動し、地域の⼤⼈と出会っていろいろな選

択肢や価値観を与えてもらった。今度は⾃分が次の世代に恩返しした

い」と語りました。

 その後、地元で中⾼⽣対象のイベントを実施し、地域を盛り上げる

主体者としても活躍しています。

       【産業界・地域からの声】
�・「中学校の職場体験に来た⽣徒が、会社に興味を持ち、就職し、熱

 意をもって働いてくれている」

・「キャリアフェスで出会った⼦が就職した」

・「探究の授業で出会った⼦が、地域のイベントの実⾏委員になって

 活躍している」等の声も多数届いています。�
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  「郷⼟愛を⼤切にした」次世代育成（キャリア教育）がポイント！

 ◎私たちの⼤切にしたい郷⼟愛とは（活動の根っこ）
�①アイデンティテイ・価値観

 （⼈・ふるさと等とのつながりや経験によって積み重ねられた思い）

②シビックプライド
 （⾃ら未来や社会をつくろうとする主体性・社会の⼀員感）

�③世代を超えた想像 
（先⼈・ふるさとへの感謝や誇り、⼦どもたち・ふるさとの未来を思う気持ち）

「郷⼟愛」を⼤切にすることで、

個⼈（⾃⼰実現）だけでなく、

他者や社会とつながる

豊かな⽣き⽅の実現につながる

「郷⼟愛」を定義しないと、

「地域にしばりつけるための活動？！」等と

誤解されることがある。

⼤⼈のビジョンの共有が必要
23



① 息の⻑い取組で、成果が⾒えにくい。
  ・例えば、中学⽣に対して⾏ったキャリア教育が、5年後、10年後、20年後どのように成果を⾒せるか分かりずら

   い。また、⼦どもの発達段階（⼩中⾼等）に応じて、多くの⼤⼈が関わるが、実施したことのつながりや効果が分

   りずらい。そのため、⼤⼈が主体的に関わることが難しい。

  ⇒各組織の枠組みを超えて、広域的に、⼩中⾼⼤や産学官が連携し、情報交換や実践する必要がある。

  ⇒⻑期的なスパンで⾒えた効果や成果を、つなぎ合わせて視覚化する必要がある。活動を続けていく必要がある。

② 異業種で、考え⽅や⽬的が違う。
  ・例えば、学校のキャリア教育は「⽣徒の⾃⼰実現」が注⽬されやすく、「社会貢献」「地域の担い⼿」「地域の現

   状」につながる視点が弱い。産業界は、最終的に「地域の担い⼿となってほしい」という願いがある。

 ⇒これらの違いについて、強引に同じ⽬的にそろえるのではなく、それぞれの思いを⼤切にしながら、まずは接点を  

  多くつくり、「六⽅のよし」（それぞれのメリット）の状態を⽬指せばよいと考える。そのことを伝える必要がある。

③ 産学官等、様々な意⾒や考え⽅や現状を尊重し、⽣かし合う。時代に合わせて変化する。
  �・事務局・全体会議を産学官のメンバーで構成する。（⾏政の視点や考え⽅だけでなく、幅広く取り⼊れる）

  �・時代とニーズに合わせて常に変化や進化することを考える必要がある。

今後に向けて（課題等）
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2024.12.26

ご清聴、
ありがとうございました。
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